
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上竹原区 須田 喜代司  氏 記 

                   （当時の年齢１１歳） 

（その２）              「九死に一生を得る」 

 

そのうち、名古屋に居る祖父が来てくれました。鉄道は小浜線が不通で敦賀から自衛隊の戦艦に乗せても

らったとか言っていました。名古屋の店の方等に、また、近郊の方たちの助力で少しずつ復旧作業が進んで

きたようです。 

そのうち学校から登校するよう通知があり行きました。校舎は無残な姿で使えないので校庭にクラスごと

に輪になって先生から状態の聞き取り調査を受けました。当然、関、上竹原、城内が一番被害が大きいよう

でした。この水害で亡くなられた方の大半が当時の中崎市長をはじめ関区の方でした。後瀬町でしたか芝浦

の社宅の生徒は何もなかったとのことです。その日は晴天だったのを覚えていて、そういえば水害の日から

しばらくは晴天だったと思います。学校が小浜中学の一部を借りての二部授業が始まりました。不思議と伝

染病らしいことがなかったのが幸いでした。昔のことですから今より衛生状態は良くなかったと思います

が、現在のように新型コロナウイルスに襲われていたら大変なことになっていたでしょう。 

私の辺りは水の流れが遅かったのか、流されたものが少なくその代わり土がどっさりと残って、その始末

に大変でした。家の前の道の端には長い間、土と残材が積まれていたのを覚えています。どの様にして普段

の生活に戻っていったのかは忘れましたが、翌年の１０月１日に小学校が完成し、１年間の間借りの授業か

ら解放されたのが嬉しかったです。１１歳で終わったかもしれない人生が、７８歳まで生かさせて貰ったこ

とは本当に感謝しています。 

余談ですが私には水害の以前に、川で溺れかけたことがあり、近所のお兄さんに助けられた経験がありま

す。二度も死の淵から助けて頂いたこの人生を大切にしたいと常々思っています。 

色々言い出したらきりがありませんので終わります。拙い文章で申し訳ありませんが、１３号台風による

災害の思い出の一部を述べさせて戴きました。 

 

≪ お詫びと訂正 ≫ 

（その1 下から７行目） （三方から）帰って来て合流しました。 

        →  帰って来たのか走って来て合流しました。 

 

 

 

 

  

 

―昭和２８年 台風１３号 体験談― №６ 

 

災害はいつ起こるかわかりません。 

避難場所の確認、持ち物の点検など家族で

話し合うきっかけになり防災意識を持って

いただければ幸いです。 

ぜひ、この機会に参加して下さい。 

この度、１０月１１日（日）福井県生活学習館

多目的ホールにおいて、子ども会活動を熱心に推

進し、地域の 

発展と子ども 

の幸福のため 

に大きく貢献 

したことで表 

彰されました。 

 

 

 

  

みんなで         

学ぶ    ～ 避難時の心得について ～ 

防災セミナー     

講師：敦賀市立看護大学 看護学部看護学科 

教授 山﨑 加代子氏 

・災害（水害・地震）の危険をキャッチ！ 

・災害に備える生活のコツ 

・避難生と健康について   などを紹介 

 

 

 

 

公民館玄関に、手をかざすと

自動で出てくるアルコール消毒

液を設置しました。 

ご来館の際は、マスクの着用

にご協力をお願いします。 

皆さんご存知でしたか？ 

雲浜地区内には避難所が１０か所もあることを・・・ 

 

小浜中学校・小浜第二中学校・雲浜小学校 
交流ターミナルセンター・中央公民館・文化会館・市民体育館 
県立大学小浜キャンパス 
 

そしてバリアフリー対応の避難所が２か所、 
働く婦人の家・健康管理センター 
 

近年、台風や地震など各地で災害が相次いでいます。 

いざという時、慌てないためにも日頃から避難できる 

準備を心掛けましょう。 

 

 

 

１１月２２日（日）にウォーキング大会を予定し準備を進めておりましたが、先般

小浜市において、新型コロナウィルス感染者が確認され、皆様の安心・安全のため、

やむなく中止とさせていただきました。 

引き続き、マスクの着用・手洗い・消毒と「3密」を避け、感染予防の徹底をお願

いします。 

 


